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抜き取ってお読みください

社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、市民の皆さまの参加と協力によって地域福祉の推進を図ることを目的とする、民間の福祉団体です。

社協あつぎ
ひとりひとりが主役 ！ みんなでつくろう、 地域の ふ（ふ だ ん の）く（く ら し の）し（し あ わ せ）

 発 行 社会福祉法人
 厚木市社会福祉協議会
〒243-0018 厚木市中町1-4-1
 保健福祉センター内
電話　046-225-2947（代表）
FAX　046-225-3036
soumu@shakyo-atsugi-kanagawa.jp
https://www.shakyo-atsugi-kanagawa.jp

　会場では大学生が手を使った個性的
なクリスマスツリーを描き、自宅参加
の方はクリスマスツリーに飾るオーナ
メントやメッセージカードなどを作成。
7割ほど完成させたところで、「明日か
らできるボランティア」をテーマに、
グループに分かれてディスカッション
をしました。
　クリスマスツリーとオーナメント、
メッセージカードは後日施設へ届けら

れ、施設を利用されている方や職員の手で飾りつけをして完成させ
てもらいました。
　直接会うことが難しい中でも、みんなで作り上げることができ
る、つながることができるということを
実感できる時間でした。

　10月12日（火）、厚木青年会議所の定例会において「リモートボランティ
ア」をテーマにした活動が行われました。
　きっかけは厚木青年会議所から「コロナ禍でも行えるボランティア」に
ついて相談をいただいたこと。オンラインを活用したボランティア活動に
挑戦、季節に合わせてクリスマスツリーづくりを行うこととなり、ツリー
の受入れ先となる市内2カ所の高齢者施設を紹介しました。
　当日は会場とオンラインで同時開催
する「ハイブリッド型」で行われ、ホ
スピタルアーティストの高橋雅子さん
の講演の後、受入れ先の施設職員を含
めた総勢約70人の参加者が、会場や自
宅等それぞれの場所で製作に取り組み
ました。

コロナ禍でのボランティア活動
― 想いは届く —

ボランティア活動に関するご相談は、
ボランティアセンターまでどうぞ。
　厚木市保健福祉センター 4階
　☎ 22５－27８９

リモートボランティア講座　受講者募集！
コロナ禍でもできるボランティアとして、リモートボランティアの講座を実施します！
ご自宅から気軽に参加できる内容となっておりますので、ぜひご参加ください。

★申し込みの際、製作を希望する作品を次の2点からお選びください。
①桜モチーフの壁飾り
　フェルト等を使用して作ります。

講師／A・C・Y（あつぎ・クロス・ゆう）

②車いすのブレーキカバー（補助具）
　サランラップの芯に折り紙や布等でデコレーション。

作り方は製作期間中、動画等で配信予定です。
また、紙でもお渡しする予定です。

対　象　本講座に興味のある方　40人（親子等で参加の場合は、親子で１人とカウント）
日にち　令和４年１月22日（土）～2月1３日（日）　　　　
場　所　各自宅等
内　容　初日（１月22日10時～11時）▶ オリエンテーション、講座の流れ説明（Zoomによるオンライン形式）
　　　　2日目以降（１月2３日～2月1３日）▶ �各自作品を製作。完成した作品は期間内にボランティアセンターまでお届けください。�

ボランティアセンターで取りまとめ、施設に作品を届けた後、修了証を発行します。

参加費　５00円（資材費。１月17日～21日、ボランティアセンターにて資材の受け渡しの際に徴収。）
申込方法　１月7日（金）までに電話、FAX（講座名・氏名・年齢・住所・電話番号・メールアドレスを記入）
　　　　またはQRコードからお申込みください。
申込先　ボランティアセンター　☎ 22５-27８９　FAX 222-7440

オンラインで飾りづくりオンラインで飾りづくり

利用者の皆さんの手で完成利用者の皆さんの手で完成

会場でツリーづくり会場でツリーづくり



社会福祉法人 清琉会 「手を合わせ　心あわせて　しあわせに」
共にあること　共にくらすこと　共によろこぶこと

ムツアイホーム　やすらぎ（特養・短期・通所・居宅）
　　　　下川入1296　☎︎245-8312
ムツアイホーム　すこやか（ユニット型特養・短期）
　　　　下川入1321　☎︎244-2311
ムツアイホーム　うるわし（短期）
　　　　下川入1321　☎︎244-2311

社会福祉法人　厚木慈光会玉川グリーンホーム（介護老人福祉施設）
小町山グリーンホーム
　（サービス付き高齢者向け住宅（特定施設指定有り））
高松山グリーンホーム（グループホーム：厚木市愛名）
愛甲グリーンホーム（グループホーム：厚木市愛甲）
厚木市玉川・森の里地域包括支援センター

厚木市小野734番地の2　TEL046（248）7778（法人代表）

入居者入居者
 募集中！ 募集中！

（２） 社 協 あ つ ぎ令和３年12月15日

広告

8月21日から11月20日までに善意銀
行・ふれあい基金へ寄付金をお寄せい
ただいた方々です。� （敬称略・順不同）

毎年10月から11月にかけて厚木市社会福祉大会、神奈川県社会福祉大会、全国社会福祉大会が行われます。
それぞれ多年にわたって社会福祉の向上に貢献された方や多額の寄付をされた方を表彰して感謝の意を伝える場です。
昨年に引き続き式典は中止となりましたが、今年も本市から多くの方が受賞されました。
受賞された皆さま、おめでとうございます。� （敬称略・順不同）

■厚木市社会福祉協議会�会長表彰
　◇地域福祉推進委員会役員　川島真理子、長島輝男、根岸孝
　◇自治会長
　　　渡邉晴則、𡈽方明、新倉啓一、猪俣雅治、川崎英司、荻原壽生、
　　　伊藤 文、加藤隆、山本智明、佐々木巖、宮野利美、菊地冨士夫
　◇保護司　内山繁、賴住道夫、小澤秀通、安齊克己、宮崎昌彦
　◇老人クラブ連合会地区役員
　　　松田憲明、花上貞夫、繁田効、髙橋清健、飯島重昭、田澤和夫、
　　　大塚清一、大貫隆廣、梅津達幸
　◇福祉団体等役員　三橋進
　◇単位老人クラブ　
　　　上温水楽友会、上荻野むつみ会、山際白寿会、日枝老人クラブ、
　　　三田楽友会
　◇ボランティア
　　　八木圭子、河野文江、小林廣子、宍戸輝子、中村睦、長谷川富子、
　　　近藤美智子、遠藤啓子、柏木榮子
■厚木市社会福祉協議会�会長感謝
　国際ソロプチミスト厚木、山本隆広・山本治夫、大矢忠夫、
　神奈川県トラック協議会・厚木、星野正行、世界心道教厚木原教会、
　�厚木市建設業二世会・（一社）厚木市建設業協会・厚木管友会・（一社）
神奈川県建設業協会県央支部

三菱ふそう労働組合本社支部 20,000円
大矢忠夫 10,000円
厚木切手ボランティアの会 5,620円
亀井厚子 30,000円
厚木市建設業二世会・（一社）厚木市建設業協会・
厚木管友会・（一社）神奈川県建設業協会県央支部 100,000円

睦合北地区ターゲットバードゴルフクラブ 12,000円
夕なぎ会 30,000円
マルハン厚木北店 22,476円
マルハン厚木店 38,591円
前場政行 100,000円

皆さまの応援
ありがとうございます

第52回厚木市社会福祉大会

社会福祉の功労者を表彰

■神奈川県社会福祉協議会�会長感謝
　◇社会福祉施設等役員・従事者
　　　濵田由美子、小山あゆみ、新山香、石井綾
　◇ボランティア
　　　内山美樹子、井上美智子、山本明子、諸伏道子、
　　　進藤優子、尾谷悦子、清水富士子、森谷文枝、佐々木美樹、
　　　永島孝子、嶋﨑琴江、日野葉子、他2人
　◇ボランティア団体　てんしの会
　◇公立社会福祉施設等現業員　3人

■神奈川県社会福祉協議会�会長表彰
　◇民生委員・児童委員
　　　溝呂木宏子、今溝義公、柳田敬子、大塚繁、青島徳尚、中村治良、
　　　柳沢香緒里、若林紀美枝、江良景子、工藤かおり、加藤修、
　　　小川千鶴子、山田くみ子、石澤ふじ枝、三橋三郎、加藤豊子
　◇里親　原田義雄、原田由喜
　◇社会福祉施設等役員・従業員
　　　門倉千絵、前野雄也、古屋明子、三浦徳生、横濵勝子、舟口幸子、
　　　佐々木久和、圓福るり子、沢栁正三、佐々木理恵、斉藤一江、
　　　三橋亮太、中和清美、古市好美、久保田弘美、齋藤正仁、伊藤淳子、
　　　井上麻衣、石島翼、斉藤盛仁、多田尚美、大島昇、池田吉伸、
　　　中井結美子、中田新吾、堀内英子、門田千鶴、林里枝子、高崎栄莉、
　　　榎本智恵子、他2人
　◇ボランティア　福澤節子、鈴木豊子、他1人
　◇ボランティア団体　ひまわり娘

神奈川県社会福祉協議会 会長顕彰

■共同募金運動功労者表彰
　◇自治会長　佐藤健治

神奈川県知事表彰

■民生委員・児童委員功労表彰　
　◇民生委員・児童委員　竹原由美惠、小泉京子

全国社会福祉協議会 会長表彰 ■神奈川県共同募金会�会長感謝
　◇自治会長　山本智明、伊藤 文、渡邉晴則、𡈽方明、猪俣雅治

神奈川県共同募金会 会長顕彰

　市民の日常生活における様々な悩
み事、心配事などを気軽に相談できる窓
口です。

福祉まるごと相談

相談日
　平日8時30分～17時15分
　� （祝日・年末年始を除く）
場　所
　厚木市保健福祉センター�5階
問合せ
　総務係・援護係　☎�225-2947
　地域福祉係　　☎�225-2949

　通院や外出、急なケガな
どで一時的に車いすが必要と
なった市内在住の方に対して、
2ヶ月間車いすを無料でお貸
しします。

車いす貸出

問合せ
　援護係　☎�225-2947



広告

意外とあなたの近くに♪

日々の活動
Facebookで
発信中！

どんな活動をしているの？
厚木市社会福祉協議会

ヘルパーさん　募集しています…
元気な挨拶と笑顔を大切にしたチーム
ケアを心がけています。一緒に働いて
みませんか。

事業内容（訪問介護）
・ヘルパー派遣

厚木市長谷825-8-101
☎︎046（270）6669　 046（270）6668
gotog@crest.ocn.ne.jp　　

社会福祉法人　若葉会

保育士募集

依知保育園 荻野すみれ愛児園

見学随時受付中。
お気軽にお問い合わせください。

https://wakabakai.hp.gogo.jp

厚木市関口390番地
TEL：046-245-0531 
Mail：echi.hoikuen@gmail.com

厚木市鳶尾2-25-6
TEL：046-241-1306
Mail：oginosumireaijien@gmail.com

社 協 あ つ ぎ （３）令和３年12月15日

※コロナウイルス感染症の拡大状況によっては内容が変更になる、
　または中止する場合もございます。あらかじめご了承ください。

　視覚障がい者の外出をサポートしませんか。
　共に歩いて視覚障がい者を目的地まで誘導す
る、やりがいのあるボランティア活動です。

対　象　市内在住、在勤、在学の方 ５人
 （応募多数の場合は抽選）
日　時　１月31日～２月28日　毎週月曜日　
　　　　全５回　13時～15時30分
場　所　厚木市保健福祉センター ４階　
　　　　ボランティア作業室
参加費　無料
申込方法　 １月21日（金）までに電話、FAX（講

座名・氏名・年齢・住所・電話番号を記
入）またはQRコードからお申

　　　　込みください。
申込先　ボランティアセンター
　　　　 ☎  225-2789　
　　　　FAX 222-7440
主　催　厚木市誘導赤十字奉仕団

厚木市権利擁護支援センター
成年後見制度普及啓発講座

「後見制度支援信託と家族信託」
～資産を守る２つの制度の違い～

　聞こえにくい方への支援の一つとして、その場
の音声情報を文字にして伝える方法を学びます。

対　象　 市内在住、在勤、在学の方で、パソコン
操作ができWindows対応のノートパソ
コン（ＯＳは８.1以上）を毎回持参でき
る方 15人（応募多数の場合は抽選）

日　時　１月24日～３月７日　毎週月曜日
　　　　全７回　13時30分～15時30分
場　所　厚木市保健福祉センター 4階
　　　　ボランティア研修室
参加費　無料
申込方法　 厚木市講座予約システムからウェブ申込

（講座番号2106003）、または往復ハガキ
に講習会名、〒住所、氏名（ふりがな）、
年齢、電話・FAX番号、メールアドレス、
応募動機、託児希望の有無、市外の方は
勤務先または学校名を書き、１月14日（必
着）で郵送。

申込先及び問合先
　　　　〒243-8511
　　　　厚木市障がい福祉課
　　　　（郵便番号だけで届きます）
　　　　 ☎  225-2221
　　　　FAX 224-0229

　調理をしながら正しい食生活のあり方について
楽しく学ぶ教室です。

対　象　 市内在住で、65歳以上の男性 ８人
 （応募多数の場合は抽選）
日　時　２月４日（金）10時～13時30分
場　所　アミューあつぎ ６階 
　　　　市民交流プラザ クッキングスタジオ
講　師　厚木市食生活改善推進団体
　　　　「厚味会（あつみかい）」
参加費　1,000円（当日徴収）
申込方法　 １月14日（金）までに電話、FAX（講

座名・氏名・年齢・住所・電話番号を記
入）またはQRコードから

　　　　お申込みください。
申込先　援護係
　　　　 ☎  225-2947
　　　　FAX 225-3036

男 の 料 理 教 室

募集とお知らせ

　『老後の資産の管理について不安』という方へ、
資産管理方法の一つとして信託を利用する方法が
あります。
　『信託って聞くけどよく分からない』という方
にも、後見制度における後見制度支援信託と家族
信託の関係性や違い等、基本的なことを専門職が
分かりやすくお話しします。

対　象　 市内在住、在勤の方 19人
　　　　　　　　　　（応募多数の場合は抽選）
日　時　１月11日（火）14時～16時
場　所　厚木市保健福祉センター ４階
　　　　ボランティア研修室
講　師　司法書士福住事務所
　　　　　司法書士：辻本 和弥氏
　　　　　司法書士・民事信託士：髙橋 和明氏
参加費　無料
申込方法　 12月23日（木）までに電話、

FAX、 メ ー ル（ 講 座 名・
氏名・年齢・住所・電話番
号・メールアドレスを記入）
またはQRコードから、お
申込みください。

申込先　厚木市権利擁護支援センター
　　　　 ☎  225-2939
　　　　FAX 225-3021
メール　kenri@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

福祉教育推進ボランティア養成講座
　市内小・中学校で車いす操作や高齢者擬似体験
を指導するボランティア活動をしてみませんか。

対　象　 市内在住、在勤でボランティアに関心の
ある方 5人程度

日　時　２月１日（火）、２日（水）全２回
　　　　13時30分～16時
場　所　厚木市保健福祉センター 4階
　　　　ボランティア作業室
参加費　無料
申込方法　 １月７日（金）までに電話、FAX（講座名・

氏名・年齢・住所・電話番号を記入）ま
たはQRコードからお申込みください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　 ☎  225-2789
　　　　FAX 222-7440
主　催　厚木市福祉教育推進
　　　　ボランティアあおぞら会

パソコン要約筆記講習会 誘 導 法 講 座

手 話 入 門 講 座
　手話を学ぶことを通して、聴覚障がい者に対す
る認識や理解を深めます。 

対　象　市内在住、在勤、在学の方 20人
 （応募多数の場合は抽選）
日　時　２月18日～３月18日　毎週金曜日　
　　　　全５回　13時30分～15時
場　所　厚木市保健福祉センター ４階
　　　　ボランティア研修室
参加費　1,000円（教材費として初日に徴収）
申込方法　 ２月３日（木）までに電話、FAX（講座名・

氏名・年齢・住所・電話番号を記入）ま
たはQRコードからお申込みください。

申込先　ボランティアセンター
　　　　 ☎  225-2789　
　　　　FAX 222-7440
その他　当日は13時15分までに
　　　　来館。
　　　　フェイスシールドの無料配布あり。
主　催　厚木市手話サークルあゆの会

あつぎしあわせライフサービス 協力会員募集 新型コロナウイルスによる生活福祉資金の特例貸付について
　本会では、有料在宅援護事業「あつぎしあわせライフサービス」を提供し
ています。
　高齢者や障がい者、ひとり親家庭などで家事や介助にお困りの方を対象に、
地域住民の協力会員がお手伝いに伺います。（登録制）

応募資格　心身ともに健康な市内在住者（年齢・経験・資格不問）
活動内容　 家事（調理・買物・洗濯・掃除等）、介助（通院等）、相談（話し

相手）、生活援助（草むしり等）など
活動報酬　１時間 900円～（曜日、時間帯による）
 問合先　援護係　☎ 225-2947

　新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業等で生活資金にお悩みの方々へ向けた特
例貸付を実施しています（再貸付は令和３年12月末日まで。初回申込は令和４年３月末日まで。）

▶緊急小口資金
　　 休業等により収入減少があり、一時的に生活維持のための貸付を必要と

する世帯向け
▶総合支援資金
　　 収入減少や失業等により生活に困窮し、日常生活の維持が困難になって

いる世帯向け

必要書類、申請手順、申請期間等については次のホームページでご確認ください。
　神奈川県社会福祉協議会 ▶http://www.knsyk.jp
　本会 ▶https://www.shakyo-atsugi-kanagawa.jp
 問合先　援護係　☎ 225-2947

協力会員　大募集！
お手伝いをしてくださるヘルパー（協力会員）を

募集しています。



（４） 令和３年12月15日 社 協 あ つ ぎ

　毛利台たすけあいたい「ちょこっと」は、毛利台住民同士が助けあう
有償ボランティアグループとして、2018年４月から活動しています。介
護保険や、その他のサービスではできない、ちょっとした困り事を10分
単位でお手伝い。ゴミ出しや、ちょっとした草取り、時には電球の掃除
などを行っています。
　お助け員も毛利台にお住まいの方。できる範囲で、気持ちの良い助け
合い活動を心がけています。
　「ちょこっと」が介在することで気兼ねなく頼めるように、また、お
助け員が安心して活動ができるように、事務局も配慮しています。

　本会の活動をもっと知ってもらいたい！という思いから、本会の職員
が事業について皆さまの地域や集まりに伺ってお話する「出前講座」を
始めました。

対　象：市内在住または在勤・在学する概ね10人以上のグループ
日　程：申込書をいただいてから調整
　　　　（土日祝日・年末年始を除く。時間は原則９時～17時）
講師料：無料

メニューは1３種類。いくつかを組み合わせることもできます。
チラシは本会ホームページでご覧いただけます☆

※�会場手配や設営、参加者への連絡等は
主催者の皆さまでお願いします。
※�講座に必要な物品を事前にご用意いた
だくことがあります。
※�緊急事態宣言が発令された場合は講師
派遣を中止または延期させていただき
ます。
※�苦情等お受けする場ではありません。
ご理解ご協力賜りますようお願いいた
します。

主なメニュー主なメニュー
★社会福祉協議会とは★社会福祉協議会とは
★厚木市権利擁護支援センター★厚木市権利擁護支援センター
� について� について
★厚木あんしんセンターの★厚木あんしんセンターの
� 役割について� 役割について
★赤い羽根共同募金について★赤い羽根共同募金について
★ボランティアセンターに★ボランティアセンターに
� ついて� ついて

地域で「つながる」
南毛利地区 毛利台の活動をご紹介

　本会の趣旨にご賛同いただいた住民の皆さま・事業所の皆さま、「賛
助会員会費」にご協力いただき、誠にありがとうございました。
　ご協力いただきました「賛助会員会費」は、地域の福祉活動や本会
の福祉事業等の活動財源として活用させていただきます。
　賛助会員は12月28日まで募集しております。
　“ささえあい”の輪を広げていくため、なお一層のご協力をお願いし
ます。

　11月12日（金）から全５回の日程で、NPO法人P・L・Aから講師
を迎え、「傾聴ボランティア講座」を実施しました。毎年人気の講座
です。
　傾聴の基本を座学で学んでから、ペア
やグループなどでのロールプレイを通し
て傾聴の姿勢を身につけました。
　最終日には、既に傾聴活動をされてい
る方々からの活動紹介もありました。
　参加者からは「傾聴の技法を意識する
ことで相手の笑顔が増え、良い変化を感
じた。」との声が寄せられ、大変好評でした。

　「赤い羽根共同募金運動」は、毎年10月１日から全国一斉に実施さ
れています。
　皆さまからお寄せいただいた募金は、県共同募金会の配分審査を経
て、その多くが市内民間福祉施設の整備費や、市内の様々な福祉活動
に活用されます。本会に配分された募金は、小・中学生が行う手話・
車いす操作などの体験型福祉教育や、各種ボランティア養成講座など
に使われています。その他、広域に活動する民間福祉施設の整備費や、
災害時の復興支援活動などに活用されます。
　赤い羽根共同募金の運動期間は来年３月３1日までです。引き続きご
協力をお願いします。

　11月7日（日）、災害時、厚木市災害救援ボランティア支援センター
の運営にご協力いただくボランティアの養成講座を実施しました。
　（一社）ピースボート災害支援センターから講師を迎え、講義と「災
害ボランティアセンターマッチングシミュレーションゲーム」を実施。
　進行役が「ニーズカード」を読み上げ、そのニーズと災害ボランティ

アをマッチングさせていくワークです。
途中「ハプニングカード」もいくつか発
生し、対応に難航する場面もありました
が、各グループでそれぞれ話し合い、楽
しみながら進めていました。
　本講座を受講されていない方でも、運
営スタッフの登録は通年行っています。
興味のある方は、ぜひ本会までご連絡く
ださい。

【賛助会員会費　中間報告】　（11月20日現在）
　　総額：15,667,510円
　　内訳：個人（戸別）1３,189,254円　　法人（事業所）2,478,256円

【赤い羽根共同募金�中間報告】（11月20日現在）
　　総額：10,017,878円
　　内訳：戸別募金　7,915,94３円 ・ 法人募金　1,402,508円
　　　　　街頭募金　　�24,078円 ・ 職域募金　��３7３,662円
　　　　　学校募金　　�３３,３88円 ・ その他　　��268,299円

　成年後見制度の利用方法や後見人の実務に関
することなど、専門職が相談をお受けします。

　自分らしい人生の最期を迎える準備について
心配はありませんか。司法書士が相談をお受け
します。

　高齢者・障がい者の虐待に関わる通報や届け
出を受付し、ご本人やご家族に寄り添い、関係
機関と連携して適切に支援します。◇ 弁護士による相談

相談日　毎月第３木曜日1３時～14時
受　付　�予約制。相談日の１週間前までに電話

で予約。相談は無料。

対　象　�市内在住で、ひとり暮らしの高齢者ま
たは高齢者のみ世帯の世帯員

相談日　毎月第２・第３水曜日
　　　　14時～16時（１人１時間）
受　付　�予約制。相談日の１週間前までに電話

で予約。相談は無料。

受　付　平日８時３0分～17時15分
　　　　（祝日・年末年始を除く）
問合先　厚木市権利擁護支援センタ―
　　　　☎�225-29３9　FAX�225-３021
　　　　メール�kenri@shakyo-atsugi-kanagawa.jp

◇ 司法書士による相談
相談日　毎月第２・第３水曜日
　　　　1３時～15時（１人１時間）
受　付　�予約制。相談日の１週間前までに電話

で予約。相談は無料。

成年後見相談 終活相談 高齢者・障がい者の虐待通報受付

成年後見相談・終活相談の問合先  厚木市権利擁護支援センター  ☎225-2939

厚木市権利擁護支援センター

賛助会員会費　中間報告 「傾聴ボランティア講座」

「災害救援ボランティア支援センター運営スタッフ養成講座」
共同募金　中間報告

みんなで支える　地域福祉 講 座 報 告

出前講座 始めました

自宅のゴミ出しのついでに、
　　　　　ちょこっとお手伝い。
自分の買物のついでに、
　　　　　ちょこっとお手伝い。
　隣近所での見守り・助け合いがひろ
がり、安心して暮らせる地域づくりに
参加しませんか？
　ご自分の空いた時間にちょこっと、
手を貸してくれる仲間を募集中です。
連絡先　080-6521-7879（西田）
　　　　090-2146-799３（市川）
　　　　090-7009-2706（清水）

申込・問合先
　総務係
　☎�225-2947


